
33.家庭用冷蔵庫

1．市場概況

１)対象商品の定義

･家庭用冷蔵庫は､冷凍冷蔵庫及び冷蔵庫､氷温庫を対象としており､ワインセラーや冷凍庫(フリーザ

ー)、業務用冷蔵庫･冷凍庫は対象外とする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

､ユーザーの清潔志向の高まりと､O-157の発生を機に､食品を衛生的

に保管するという意識が高まったことから､全体市場における抗菌加工

製品の占める割合は､金額ベースで約60％となっている。

･抗菌加工製品は､定番普及機種や小型冷蔵庫などよりも､高級価格帯

の製品に多く見られる。

．当該製品は､衛生的であることが非常に要求される製品であるため､抗

菌加工は､製品の訴求ポイントの一つとして位種付けられている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔日本電機工業会醐査を基に推定〕
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（単位:百万円）
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3３ 家庭用冷蔵庫

2000年（ 2001年十:人 -2002年（:！ ;:::2１ 2004鍵E趣！；

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

413,700 

(100.0） 

240,000 

(100.0） 

173,700 

(100.0） 

390,000 

(94.3） 

223,000 

(92.9） 

167,000 

(96.1） 

326,000 

(78.8） 

191,300 

(79.7） 

1340700 

(77.5） 

300,000 

(72.5） 

176,000 

(73.3） 

124,000 

(71.4） 

276,300 

(66.8） 

168,000 

(70.0） 

108,300 

(62.3） 
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＜数量ペース＞ (単位:上段;千台､下段;％）

〔日本電機工業会鯛在を基に推定〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 

(単位:千台）

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､2001年４月に｢特定家庭用機器再商品化法(家電ﾘｻｲｸﾙ法)｣が施行されるまでに製品

を購入するという"駆け込み需要"が見られたことから､2000年と２００１年の数量ベースの市場規模は横

這いでの推移となった。

･抗菌加工製品市場については､全体市場が縮小傾向にあることから､数量ベース､金額ベースともに微

減傾向で推移している。

3.抗菌加エの特徴

－１５２－ 

2000年 2001豊年 2002年 2003年 2004年見込

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

｜（伸長率）

4,900 

(100.0） 

2,400 

(100.0） 

2,500 

(100.0） 

4,900 

(100.0） 

2,350 

(97.9） 

2,550 

(102.0） 

4,400 

(89.8） 

2,250 

(93.8） 

2,150 

(86.0） 

4,240 

(86.5） 

2,200 

(9Ｌ７） 

2,040 

(81.6） 

4,150 

(84.7） 

2,150 

(89.6） 

2,000 

(80.0） 

､､｡ 抗菌加工の目的 ﾉﾀﾞﾉﾔAji抗菌加エの部位
/ 

i>:葱抗菌加ｴ対象材質の特櫛

抗菌 ０ 

･触媒・カセット

･庫内フィルター

･ドアハンドル・浄水フィルター

･給水タンクのふた・給水ホース

･棚・ポケット・庫内壁面

･樹脂

・ステンレス

防汚

防臭

その他(防カビ） ０ ・ドアパッキング ･樹脂
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4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数肚ペース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・有機系の採用率が15％､無機系の採用率が85％となっている。

・ﾄﾚｲなどの食品と接する部位には､人体に与える影響度から無機系が採用されている。

．しかし､近年は､抗酸化作用を有しているハープやビタミンCなどといった有機系(天然系)の採用率も

高まってきている｡有機系(天然系)は､無機系や有機系(合成系)に比べると抗菌効果は弱いが､安全

性の高さや､ユーザーの天然志向への対応力が評価されて採用されている。

･有機系(合成系)については､ドアパッキンなどの庫外の部位に採用されている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千台､％）

・日本国内全体市場における海外輸入品の割合は､金額ベース､数量ベースともに約60％となっている。

・海外では､普及価格帯の製品を主に生産しているケースが多いため､海外輸入品市場における抗菌加

工製品の占める割合は､金額ベース､数量ベースともに20％にとどまっている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１５３－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟＩ 槽:成月比～~

有機系 15.0 

無機系 ８５．０ 

その他(－）

村， 字Ｊ１質 ・樹脂・ステンレス

生産地やﾒP~カーの特徴
・日本メーカーの主な海外生産地は､中国やﾀｲといったアジアである。

・日本に参入している海外メーカーも数社見られる。

金額か 構成比 敏;垂ﾎﾞｲ:ノ F1鮭； 11と;Ｗ近年の勲向蕊漉！

国内市場全体 300,000 

180,000 

36,000 

100.0 

60.0 

12.0 

4,240 

2,500 

500 

100.0 

59.0 

11.8 

､▲ 

－つ

－し

使用薬剤の特徴
・無機系では､銀が採用されている。

･有機系は､イミダゾール系や､ピリジン系などの合成系が採用されている。

抗菌JIS規格対応状況

・日本メーカーの海外生産分は､抗菌JIS規格に適応している。

・日本市場に参入している海外メーカーの中には、「ＳＩＡＡマーク｣を取得し

ているメーカーも見られる。
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3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外においても､庫内フィルターや､ドアパッキンなどに抗菌加工が施されている。

・中国では､冷蔵庫や洗濯機等の家電製品の抗菌加工化が進んできている｡家電製品の抗菌加工製品
市場を4年前と比較すると､約130％の成長を遂げているともいわれている。

.しかし､現状では､依然抗菌加工製品の普及率は日本程高くないとされている９

6.現状の課題と今後の方向性

－１５４－ 

昌一･可･･ｺﾞｰ‐｡ 現状の騨題 』 ェL今後の方向性

･抗菌よりも､除菌や脱臭機能を訴求した製品

が増加傾向にある。

･食品を衛生的に保管しなければならないため､抗菌加

エの製品訴求ポイントの一つとしての位置付けは､今

後も変わらないものと想定されている。

．しかし､普及価格帯の製品や､小型冷蔵庫などにも抗

菌加工を施していくという動向は､現状ではみられない

ことから､抗菌加工製品の数量ベースは､全体市場と

同様に､微減傾向で推移するものと見込まれている。



34.家庭用掃除機

1．市場概況

１)対象商品の定義

･家庭用掃除機には､スタンダードﾀｲﾌﾟと､コードレスタイプ､ｽﾃｨｯｸタイプ､ハンデイタイプが含まれ

ている。

・当該調査においては､業務用掃除機は対象外とする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･全体市場における抗菌加工製品の割合は､金額ベースで約７０％となっ

ている。

･健康志向と清潔志向の高まりに伴い､ダニやほこりなどのハウスダストが

アレルゲンとして問題視されていることから､当該市場においては､ゴミと

の接触が多いブラシ部や､ダストケース､フィルター部に抗菌加工が施さ

れている。

・抗菌加工製品は､ﾌｧﾐﾘｰユースの高級価格帯の製品に多く見られる。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔日本電機工業会調香左基に推定〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

20,00040,00060,00080,000100,000120,000 

（単位:百万円）
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～３４J， 家庭用掃除機
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全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

98,300 

(100.0） 

62,500 

(100.0） 

35,800 

(100.0） 

98,700 

(100.4） 

63,700 

(101.9） 

35,000 

(97.8） 

98,200 

(99.9） 

66,200 

(105.9） 

32,000 

(89.4） 

97,000 

(98.7） 

67,000 

(107.2） 

30,000 

(83.8） 

96,500 

(98.2） 

67,400 

(107.8） 

29,100 

(81.3） 



34.家庭用掃除概

＜数量ペース＞ (単位:上段;千台､下段;％）

〔日本勉lib工業会繭査を基に推定〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 

(単位:千台）

2)市場の動きの特徴とその要因

･2000年以降は参入各社が､排気レス掃除機を上市したことにより､低価格販売にも歯止めをかけることと

なり､数鎧ペース､金額ベースともにほぼ横這いで推移している。

､抗菌加工製品市場については､ユーザーの健康志向と澗潔志向の高まりに伴い拡大傾向にある。

3.抗菌加エの特徴

－１５６－ 

2000年 年 2002年 2003年 2004年見込ノ

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

|（伸長率）

5,570 

(100.0） 

2,500 

(100.0） 

3,070 

(100.0） 

5,510 

(98.9） 

2,550 

(102.0） 

2,960 

(96.4） 

5,610 

(100.7） 

2,650 

(106.0） 

2,960 

(96.4） 

5,580 

(100.2） 

2,700 

(108.0） 

2,880 

(93.8） 

5,600 

(100.5） 

2,750 

(110.0） 

2,850 

(92.8） 

津>/:抗菌加エの目的i了いi)i鷺７ ::/;ｲﾉ/::Ｗｊｉ抗菌111ｴの部位:}! 抗菌胸ｴ対象材馳1繩ili1iﾉｆ

抗菌 ０ 

･ブラシ・ダストケース

・ブラシ植毛部の＝-ティング塗料

・フィルター.ＨEPAフイルター

・排気ロのマスク

・ハンドル・つまみ

・紙ﾊﾟｯｸボタン

･樹脂・繊維

･織布・シーﾄ状不織布

防汚

防臭 ０ .紙パック ・紙

その他(防カビ） ０ ･排気ロマスク ･織布



34.家庭用掃除機

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤タイプ

(単位:％）

[数且ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･家庭用掃除機については､加工部によって採用している抗菌剤が異なっている。

･紫外線によって雑菌の繁殖を抑制する光触媒抗菌については､無機系(酸化チタン)が採用されてい

る。

･ブラシ部や､ダストケース､クリーンボックス､クリーンボックス操作部といった素材が樹脂である部位につ

いては､無機系が主流となっており､銅化合物や､銀含有Iまう珪酸ガラス､銀･リン酸亜鉛カルシウムなど

が採用されている。

･一方､紙ﾊﾟｯｸやﾌｨﾙﾀｰ部といった不織布や､繊維を素材とする部位については､有機系が主流と

なっており､ポリカルポン酸ナトリウム塩や､有機カルボン酸系化合物､カテキン､卵白リゾチウムなどが

採用されている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千台､％）

・日本国内市場全体における海外輸入品の割合は､金額ベース､数量ベースともに約70％となっている。

・海外メーカー品は､デザイン性に優れていることから、日本においても徐々に普及しつつある。

・海外輸入品市場において抗菌加工製品が占める割合は､金額ベースで約40％となっている。

－１５７－ 

八;if薬剤タイプ;／ １横Lil成U比八ミハビ

有機系 40.0 

無機系 60.0 

その他(－）

村~!;:質：1ぃ .P､1.．P､二＄

~Ⅱ~LI-P ･樹脂・繊維・織布・シート状不織布

生産地 孝二J佛淫の特徴型
P}‐ 

･中国をはじめとするアジアでの生産が中心となっている。

･欧州やアジアの海外メーカーが日本市場に参入している。

鰹聿金+)鐙;； 構成比 ;ｌｌｉ－ｌ艶jHi撞蕊蕊 総』l蕊iii熱ijUii蔵騨蕊

国内市場全体 97,000 

67,900 

27,100 

100.0 

70.0 

27.9 

5,580 

3,900 

780 

100.0 

69.9 

14.0 

－仁

＝ケ

－÷ 
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②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外では､抗菌加工するということ自体があまり検討されていないことから､抗菌加工製品はあまり見ら

れないといわれている。

.また､中国などのアジアについては､高価格帯製品の普及率が依然低いといわれており､抗菌加工製

品が普及するには､時間を要するのではないかと見込まれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１５８－ 

便Ｉ
ヨュー＿P－－凸■二

p､特徴 ･無機系・有機系

抗菌ij鰯 応状況 ・日本メーカーの海外生産分については､抗菌JIS規格に適応している。

ハノこてｌｆＷＺ上現状の腺題ﾊｰﾌﾞへ￣ /今後の方向性

･抗菌ｶﾛｴが明確な製品差別化のポイントとなって

いない。

･今後もユーザーの健康志向と滑潔志向に対応する

ベく､抗菌加工は施されていくものと見込まれてい

る０ 

･抗菌加工製品市場を更に拡大させていくために

は､スティックタイプやハンデイタイプといったファミ

リーユース以外の製品に対しても抗菌加工を施し

ていかなければならないと考えられている。



35.虹気ポット

1．市場概況

１)対象商品の定義

･電気ﾎﾟｯﾄは､ＶＥ電気マホーピン及び､電動ﾎﾟｯﾄ､電気エアーポット､電気ﾎﾟｯﾄを対象としている。

・当該調査においては､業務用電気ﾎﾟｯﾄ及び､熱源を要さないガラスマホーピンは対象外とする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け 抗菌
0.04％ ・１９９０年代後半は､国内全体が抗菌ブームであったことから､吐出パイプ

やﾀﾝｸに抗菌加工が施されていた。

･しかし､ユーザーの抗菌に対する関心が薄れてきたことに加えて､製品

内でお湯は６０～100℃程度で保存されていることから､雑菌が繁殖し難

い環境にあるため､抗菌加工を施すことの必要性があまりないと考えられ

ている。

.従って､新商品に抗菌加工を施しているメーカーは見られないため､全

体市場における抗菌加工製品が占める割合は､金額ベースで0.04％と

皆無に近い状況となっている。

非抗菌
99.96％ 

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔日本竃捜Ｔ逢今調査を基に推定〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

32,970 

30,880 

28,485 

25,790 

釦
一
一
ｍ
一
一
応
二
ｍ
’
’
５

遜

25,095 

5,00010,00015,00020,00025,00030,00035,000 

（単位:百万円）

０ 

－１５９－ 

３５ 電気ポット
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全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

33,000 

(100.0） 

3０ 

(100.0） 

32,970 

(100.0） 

30,900 

(93.6） 

2０ 

(66.7） 

30,880 

(93.7） 

28,500 

(86.4） 

1５ 

(50.0） 

28,485 

(86.4） 

25,800 

(78.2） 

1０ 

(33.3） 

25,790 

(78.2） 

25,100 

(76.1） 

５ 

(16.7） 

25,095 

(76.1） 



35.虹気ポット

＜数量ペース＞ (単位:上段;千台､下段;％）

〔日本皿檀Ｔ墾会調査を基に推定〕

厩

３
’
’
２
一
一
項
一
一
１
｜
｜
服

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 

(単位:千台）

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､成熟市場であるため微減傾向となっている。

･国内全体が抗菌ブームであった１９９０年代後半については､吐出パイプや､タンク､ハンドル等に抗菌

加工を施していたが､ユーザーの抗菌に対する関心が薄れてきたのに加えて､雑菌が繁殖し難い製品

であることから､新商品に抗菌加工が施されているケースは､近年では見られない。

.尚､電気ﾎﾟｯﾄにおける抗菌加工製品は､メーカーヒアリングにより在庫消化が中心となっている市場で

あるとのことであったため､数値は富士経済推定とした。

3.抗菌加エの特徴

･電気ﾎﾟｯﾄは､雑菌が発生し易くなるといわれている６０℃以上の高温でお湯を保温していることから､基本的

には雑菌が発生しにくい環境にある。

･注ぎロなどの樹脂は､繰り込み方法で抗菌加工が施されている。

－１６０－ 

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年見塾

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

5,220 

(100.0） 

３ 

(100.0） 

5,217 

(100.0） 

5,060 

(96.9） 

２ 

(66.7） 

5,058 

(97.0） 

4,870 

(93.3） 

1.5 

(500） 

4,868.5 

(93.3） 

4,780 

(91.6） 

１ 

(33.3） 

4,779 

(91.6） 

４，６４０ 

(88.9） 

0.5 

(16.7） 

4,639.5 

(88.9） 

.~ﾛﾛ￣~..,｢ず.~~1-,.T･~~弔~L。

:八j抗菌HHiｴK勘ｉ目'的
J1,.Ｓj・・￣‐ザ
■■舐q舐■

Jf抗菌加エの部位 抗菌加エ対象材質の特掛Ｒ

抗菌 ０ 

･吐出パイプ

・タンク

・ハンドル

･樹脂

防汚

防臭

その他(－）



35.電気ポット

4.使用抗菌剤の特徴
■ 

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

無機系
100.096 

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･現状では､抗菌加工製品はほとんど存在しないが､人体への影響度の低い無機系の採用率が１o0％と

なっている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千台､％）

構成比 構成比

・日本国内市場全体において海外輸入品が占める割合は､約70％となっている。

・現在､抗菌加工製品を積極的に取り扱っている日本メーカーもなく､また､海外メーカーには電気ﾎﾟｯﾄが

ないため､海外の抗菌加工製品市場は形成されていないものと想定される。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

3)海外における抗菌加エ製品の動き

・海外メーカー品には、日本におけるような電気ﾎﾟｯﾄが見られない。

－１６１－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟｪ:/；
_〔ｻﾞﾆ H二

;横;!； 戊比
DDJ-

寺几

禺.、._ﾉ 

有機系

無機系 100.0 

その他(－）

村I工質ぷど，
・樹脂

・ステンレス

生産地やﾒｰｰｶ－の特徴：
・日本メーカーは､中国やﾀｲ等のアジアで生産している。

・海外メーカーは､電気ﾎﾟｯﾄを取り扱っていない。

J口｣尅吋

戸』
ﾉｰ４１入に金馬i額尺了 ﾐﾉ構成比：

~§~ｺﾞ･やゲーニZ,,■･

#1慈灘垂 Ｐ品．。〒・戦．⑭、瘤が涜眼・ｌＹ |蓬ii蕊;i懲灘蔵溌蕊

国内市場全体 25,800 

18,000 

０ 

100.0 

69.8 

０．０ 

4,780 

3,300 

０ 

100.0 

69.0 

0.0 

－→ 

－→ 

－し

吏用薬剤の綴ii芯 ･抗菌加工製品なく､該当しない。

抗菌JIS規格対応状況:;;１ ･抗菌加工製品なく､該当しない。



35.愈気ポット

6.現状の課題と今後の方向性

－１６２－ 

511F笈illi謹ｌ１１ｌ.｡Ijl1;観状め媒闘い1） ｹﾛ『■~心■.Ⅳ きく含後の方向性 ご‐｡

･ユーザーの｢抗菌｣に対する関心が薄れてきてい

る｡ 

･ユーザーが抗菌効果を実感しにくい。

･抗菌加工を施すことによりｺｽﾄが高くなる。

・今後も、｢抗菌｣よりも｢省エネ性｣や｢使い易さ｣等

を訴求した製品開発が進められていくものと推定

されている。



36.加湿器

1．市場概況

１)対象商品の定義

･加湿器とは､水を蒸発させることで室内の湿度を高める機器とする。

･加湿器は､加湿方法によって､「ハイプリット加湿器｣と｢スチーム式加湿器｣に分類される。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･健康志向と清潔志向の高まりに伴い､フィルター部やタンクなどに抗菌

加工を施すようになり､近年の全体市場において抗菌加工製品が占める

比率は､金額ベース､数量ベースともに約40％を超えている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔日本露機工業会爾香在基に推定〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

7,200 

6,500 

籍
厩6,700 

7,400 

７，０００ 

０ 2,0004,0006,0008,000１０，０００12,00014,000 

（単位:百万円）

－１６３－ 

ラブ:万３６
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加湿器
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･｢。,

灘ii1j1;蕊懸 溺 0.Ｚ 
ﾄ,,､.｡:,＝二---.-_〃弓-1:ﾆｰごF-Lid
D、..－■凸一 靜坤牝附卍》 ii蝋:2Qq3i嚢蕊蕊

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

10,100 

(100.0） 

2,900 

(100.0） 

7,200 

(100.0） 

9,700 

(96.0） 

3,200 

(110.3） 

6,500 

(90.3） 

11,200 

(110.9） 

4,500 

(155.2） 

6,700 

(93.1） 

12,600 

(124.8） 

5,200 

(179.3） 

7,400 

(102.8） 

12,700 

(125.7） 

5,700 

(196.6） 

7,000 

(97.2） 



36.加湿器

＜数量ペース＞ (単位:上段;千台､下段;％）

〔日本電擢工業会隅査を基に推定〕

遜

鍵
鰄2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

和一一ｍ
灘

０ 200 400６００８００1,0001,2001,400 

（単位:千台）

2)市場の動きの特徴とその要因

･減少傾向にあった全体市場は､健康志向の高まりとともに､高付加価値製品の台頭が追い風となり､近

年は微増傾向にある｡2003年時点で､金額ベースで126億円､数童ベースで120万台の規模となって

いる。

･抗菌加工製品市場については､除菌イオン機能の普及に伴い､増加傾向にある｡また､高付加価値製

品であることから､数量ベースよりも金額ベースの伸長率が高くなっている。

ａ抗菌加エの特徴

･抗菌加工方法は､樹脂については抗菌剤を練り込む方法や塗装方法が､不織布には含浸方法が採用されて

いる。

･抗菌剤として有機系(カテキン)を使用したカートリッジを使用した場合､抗菌効果のみならず､室内の消臭作

用も確認されている。

－１６４－ 

辞、。ｉｔ:;．

語一､＞･『:ﾚｰｰ目~.■___－－￥._____し設咄･･保4弊･守.､---:ﾋﾛ･日::4.:.JL:．:.h･鯉.:十 ;蝿勲Oq髪忍:(； 2001 
了!:｡;T
DD-0舐
!Ⅱ 

弁‐旦々・日:雫..-千--か‐ﾛｺﾞ,-4..設令･-･｢-..

Ｉ_ 

):k/2002年A八J Ｊ~■ 20()3集1１ 屯F 騨蕊鳶戦
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

1,050 

(100.0） 

300 

(100.0） 

750 

(100.0） 

1,040 

(99.0） 

330 

(110.0） 

710 

(94.7） 

1,140 

(108.6） 

450 

(150.0） 

690 

(92.0） 

1,200 

(114.3） 

500 

(166.7） 

700 

(93.3） 

1,210 

(115.2） 

550 

(183.3） 

660 

(88.0） 

菌iiijii:i鮪j$ij}饗:瀦1： 蕊蕊〈」;<諭菌加專｡）鄭位しみYii綴
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､/､.染3..$P、
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抗菌 ０ 

・フィルター・気化フィルター

・カートリッジ

・トレイ・タンク・操作部

・樹脂

・不織布

防汚

防臭

その他(防カビ） ０ 
･フィルター・気化フィルター

･操作部

・樹脂

・不織布



36.加湿器

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数通ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･加湿器に使用する抗菌剤は､抗菌加工部位や材質によって異なっている。

･筐体などの樹脂には無機系が採用されているが､フィルター部の不織布については有機系が採用され

ている。

･無機系が採用されている理由として､雑菌の繁殖を防ぐのに効果的であるとともに､身体や環境に対す

る影響が低い物質であることが挙げられている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(２００３年）

(単位:百万円､％､千台､％）

・日本国内市場全体における海外輸入品の占める比率は､金額ベース､数量ベースともに約７０％となって

いる。

．また、日本国内市場全体における抗菌加工製品の占める割合は､金額ベース､数量ベースともに約２３～

２４％となっている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１６５－ 

?ｒ:ず７Ｆ薬痴 1liijfプ２．
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4ﾆヮ
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訳

有機系 10.0 

無機系 90.0 

その他(－）
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･樹脂

・不織布
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・主な生産地は､中国などのアジアとなっている。

･欧州などの海外メーカーが日本市場に参入している。

:Ⅱエ

、．．／-.､＃

金::f額;原ｫ瓦 閲hmli3｝ 溌ｉｉ〈i蕊 蕊 鐸蕊露iii;i鞭11$

国内市場全体 12,600 

8,900 

3,000 

100.0 

70.6 

23.8 

1,200 

840 

290 

100.0 

70.0 

24.1 

￣し

一ケ

一ヶ

使用薬剤の特徴
･無機系

･有機系

抗菌jns規格対応状況 ･欧州メーカーなどが日本市場に参入している。



36.加湿器

3)海外における抗菌加エ製品の動き

・スチーム式の加湿器については､器内で水を沸騰させていることから､雑菌が発生することはないと考え

られている。

.また､気化式加湿器についても､フィルターで雑菌等の除去が可能であるため､抗菌加工は施していな

い。

．従って､海外メーカーの抗菌加工製品は､極めて少ないのではないかと想定されている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１６６－ 

J･二・＄■LIuU--

.Ⅱ 

肝LjU･･｣_･_L 現llWn9i1圏ｌｉｊ w今'後の方向性や：

･抗菌機能よりも除菌機能の方が重視されてきてい

る。

･ユーザーが抗菌効果を実感しにくい。

･抗菌加工は､製品差別化を図るポイントとしてでは

なく､機能の一つとして捉えられてくると考えられて

いる。

．また､抗菌加工製品市場については､全体市場と

比例して拡大していくものと見込まれている。



37.家庭用沈澱機

1．市場概況

１)対象商品の定義

・当該調査における家庭用洗濯機とは､洗濯乾燥機及び､乾燥機能付全自動洗濯機､全自動洗濯機、

ドラム式洗濯乾燥機、自動2槽式洗濯機､２槽式洗濯機を対象とする。

２)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･全体市場における抗菌加工製品の割合は､金額ベースで７５％となって

いる。

・当該製品については､洗濯棚に発生したカビが衣類に付着することを防

ぐことを目的に抗菌加工が施され始めた。

･現在は､洗濯槽や､パルセーター､給水･排水ホース､吸水ロフイルター

等に抗菌加工が施されている。

･家庭用洗濯機は､滑潔性が要求される製品であるため､抗菌加工は､製

品訴求ポイントの一つとして位置付けられている。
[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔日本電機工業会鯛脊尭基に推定〕

議議Ⅱ
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

別

46,600 

152,100 

47,900 

47p600 

47,700 

厩

０ 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 

(単位:百万円）

－１６７－ 

３７ 家庭用洗濯機

二ｺ2000年 2001年 1か2002年“ノ !）I透瀬3窪I鼬！
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

193,600 

(100.0） 

147,000 

(100.0） 

46,600 

(100.0） 

211,100 

(109.0） 

159,000 

(108.2） 

52,100 

(l1L8） 

193,900 

(100.2） 

146,000 

(99.3） 

47,900 

(102.8） 

190,500 

(98.4） 

142,900 

(97.2） 

47,600 

(102.1） 

191,000 

(98.7） 

143,300 

(97.5） 

47,700 

(102.4） 



37.家庭用洗避鰹

＜数量ペース＞ (単位:上段;千台､下段;％）

〔日本趣機工業会綱脊を基に推定〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

05001,0001,5002,0002,5003,0003,5004,0004,5005,000 

（単位:千台）

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場については､｢特定家庭用機器再商品化法(家電ﾘｻｲｸﾙ法)｣が施行された2001年を除く

年次については､金額ベース､数量ベースともにほぼ横這いで推移している。

･2001年については､家電ﾘｻｲｸﾙ法が施行される４月１日までに購入するといった"駆け込み需要"が

みられたことから､市場規模は､金額ベース､数鎚ベースともに拡大した。

･抗菌加工製品市場については､清潔志向の高まりと､洗濯槽に付着したカビに対する注目度が高まっ

たことが追い風となり､全体市場と同様に安定した推移となっている。

3.抗菌加エの特徴

･樹脂やステンレスに抗菌剤を繰り込む方式で抗菌加工を施している。

･以前は樹脂製の洗濯槽が主流であったが､近年は､防カビ性を有しているステンレス製の沈澱槽が主流とな

っている。

･カビ対策としては､抗菌剤による抗菌加工のみならず､槽を洗浄･乾燥させる機能の搭載や､パルセーターに

多数の穴を開けることで水切れをよくするなどの取り組みが行われている。

－１６８－ 

200 
L■！ 

年Ⅲ 2002年ズ 2003年メ 2004年臭塾」
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

4,330 

(100.0） 

3,200 

(100.0） 

1,130 

(100.0） 

4,540 

(104.8） 

3,400 

(106.3） 

1,140 

(100.9） 

4,150 

(95.8） 

3,100 

(96.9） 

1,050 

(92.9） 

4,350 

(100.5） 

3,200 

(100.0） 

1,150 

(101.8） 

4,400 

(101.6） 

3,250 

(101.6） 

1,150 

(101.8） 

Ｊも一一一■■■■

鏡 Dim霞i1Z自}鰯〉 !{鞍::抗菌奴エの911位ずい?、 (;蝋抗菌奴ｴ対掠材,⑩特徴露{;｝

抗菌 ０ 

・パルセーター

･吸水ロフィルター部

･洗濯槽・脱水槽

・樹脂

・ステンレス・ホーロー

防汚

防臭

その他(防カビ） ０ 

・パルセーター

･吸水ロフィルター部

･洗濯槽・脱水槽

・樹脂

・ステンレス・ホーロー



37.家庭用洗溜機

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀｲﾌﾟ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・有機系の採用率が60％､無機系が40％となっている。

・有機系は､主に樹脂が素材となっているパルセーターや､吸水･排水ホース､吸水ロプイルター部に採

用されている。

・一方､無機系については､ステンレス洗濯槽に使用されており､主に銀や銅が採用されている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千台､％）

・日本国内市場全体における海外輸入品の割合は､金額ベース､数量ベースともに約70％となっている。

・日本メーカーが､生産ｺｽﾄの低いアジアに生産拠点を移転してきていることと､デザイン性に優れた海外

メーカー品が国内で普及しつつあることから､海外輸入品市場は､微増傾向にあるといわれている｡但し、

高い技術を要する高級機種については、日本での生産で対応しているメーカーが多いといわれている。

・日本国内市場全体における抗菌加工製品の割合は､約35％となっている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１６９－ 

薬剤タゴイプ､(▼ずﾊｲ途 iHi)i;蕊?iiIF減?i比
,,４．＄～ 

有機系 60.0 

無機系 40.0 

その他(－）

村I:汀ご質hiL
慾一.、

･樹脂・ステンレス

…、汁：釜ハ‘・ｉｉｗ齢了譲>チーハｊＭ
牙三九.』-｣nffご『て鼎凡？-.Ｊ-～1

1..／Ｔ･･い､1.--;糖41-..7.『!:．..；.､ﾘir.､い､'
----.L-。,,o-jq．-11,-ｈ.L_~・・.。･･･一

生震Ｈ２撤唇力薫の特徽
…_､-.．蕊､:－町..÷:Z沢`...:．：,.:｡'；`：.,

刀.｡；牙J1:i＝津/:Ｊ２だ,と

・日本メーカーは､中国や､インドネシア､韓国などのアジアでの生産を展開

している。

･欧米メーカーなどが日本市場に参入している。

･海外メーカー品の特徴は､デザイン性に優れている点である。

i:〔r鮒刀｢金 !｢構成比 蕊繊嚢
ヌム鍵錘､．
:>:,Y,,,‐貝
,呉坪…蕊_￣

慾掛?/Ｉ :HOiii鰯！ 蕊 蕊ｉｉｊ１ｌｉ廟認識：

国内市場全体 190,500 

133,300 

66,600 

100.0 

70.0 

35.0 

4,350 

3,040 

1,500 

100.0 

69.9 

34.5 

－つ

一ヶ

一ヶ

魔用薬剤の特徴 ・有機系・無機系

抗菌JIS規格対応状況
・日本メーカーの海外生産分は､抗菌JIS規格に適応している。

・海外メーカー品には､抗菌加工製品は見られないといわれている。



37.家庭用洗濯機

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外の洗濯機市場では､抗菌加工製品は見られないといわれている。

.また､抗菌加工製品に対する関心度が低い要因として､洗濯方式の相違と､文化の相違が挙げられて

いる｡欧米では､40～50℃の温水を使用して洗濯すると雑菌が発生しないという認識を有しており､抗菌

加工の必要性があまり感じられていない｡また､お風呂の残り湯を使って洗濯するといった文化がないこ

とも抗菌加工製品が見られない要因の一つとなっている。

．しかし､中国では､冷蔵庫と同様､洗濯機についても抗菌加工化が進みつつあるとされている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１７０－ 

ｱｰｰⅡ＝L ,.,-,弓..ｆ入''-.■,~可r

)が,『-
....､1.-ヨー･ぜ

と:F今後衝方向性 f← 

・抗菌ｶﾛｴは､明確な製品差別化のポイントとはな

らない。

・当該製品にとって｢清潔性の保持｣と｢防カビ｣は基

本的な要素であるため､今後も抗菌加工製品市場

は､安定した推移となるものと見込まれている。



38.猫砂

1．市場概況

対象商品の定１ 

、猫砂の素材は鉱物系(ベントナイト､シリカゲル等)､紙系､木質系､その他(食品系)等があり､数量的
にはベントナイト系が最も多いものの､最近では､紙系､木質系が後処理の簡便性が高いことから売上
げを伸ばしている。

､ｼﾘｶｹﾞﾙ系も固まり易い､散らばる等の欠点があり､全体に占める比率は低下傾向にある２

２ 

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年晃込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調べ〕

蕊iｉｉ2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

iii鍵

蕊：
亜

9,300 

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,00016,OOOl8OOOO 

（単位:百万円）

－１７１－ 

３８ 猫砂

･猫砂に抗菌剤を入れた付加価値製品化率は２００３年実績で３０％を超え

ている。

･素材別には､鉱物系､木質系に抗菌剤を入れるケースが多い。

） 対象品目市場での抗菌ｶﾛｴ製品の位置付け

＿・輿一可－．戦丸一

城'･-〆,認-.-句,け.,、ご出凸
P■＋｡ 五)』&鞄000年;f鐸 ､舞麺O(ｊ１ｊｊ年驚

?￥ |穂ﾐｨjlpij鱗蕊 謡八】ｈ卍 蕊lXj､壕 塚騨鶏》埠裡鐵鰯疵栽叶》・佃・唖・ドザ報 三畷 ;2piI騨蕊19
全体

(桧尾室）

抗菌
｜（値鳫室）

非抗菌

(伸長率）

14,000 

(100.0） 

3,100 

(100.0） 

10,900 

(100.0） 

14,350 

(102.5） 

3,880 

(125.2） 

10,470 

(96.1） 

14,690 

(104.9） 

4,410 

(142.3） 

10,280 

(94.3） 

14,950 

(106.8） 

5,150 

(166.1） 

9,800 

(89.9） 

15,500 

(110.7） 

6.200 

(20qO） 

9,300 

(85.3） 



38.猫砂

〔富士経済調べ〕

遜
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込 蕊
134,600 

128,250 

121,400 

115,200 

110,000 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 

（単位:t）

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､経済の不況下にもかかわらず伸長を続けている｡素材的には､鉱物系から木質系､紙系、

食品系(コーヒー豆殻､緑茶､トウモロコシetc.)の環境に優しい素材へのシフトがみられる。

･一方､低価格製品と高付加価値製品(消臭､抗菌､吸収効果の高い)の二極化の傾向が強まっている。

．また､低価格製品に関しては､アジアへの生産移転などがみられる。

3.抗菌加エの特徴

・猫砂は､防臭(消臭)を主目的で高付加価値として抗菌効果を訴求している。

－１７２－ 

2000年 2001年 2002年 :2003年 20“年見込

全体

(伸長率）

玩圏

(伸長率）

非抗菌

｜（伸長率）

179,500 

(100.0） 

44,900 

(100.0） 

134,600 

(100.0） 

183,150 

(102.0） 

54,900 

(122.3） 

128,250 

(95.3） 

186,700 

(104.0） 

65,300 

(145.4） 

121,400 

(90.2） 

191,700 

(106.8） 

76,500 

(170.4） 

115,200 

(85.6） 

200,000 

(111.4） 

90,000 

(200.4） 

110,000 

(81.7） 

＜数量ペース＞ (単位:上段:t、下段:％）

#iiB1i2pｴIp頁的Ｉ幕 i1Jl1174j？:鯨菌加ｴの部位;レバ／ /}韓抗關狐ｴｵtdi1材iKn)繍H:jf蕊

抗菌 ０ 
･製品全体 ･オガクズを粉にした木粉

・ゼオライト

防汚

防臭(芳香） ｡ 
･製品全体 ･木粉

･ゼヤオライト

その他(－）



38.猫砂

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤タイプ

(単位:％）

[数仕ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･天然系及び合成系の有機系抗菌剤が８０％を占めている｡これは､有機系抗菌剤の即効性がポイントと

なっており､天然系は消費者の自然志向によるものである。

･無機系は20％あるが最近では比率が低下している。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､t､％）

･海外からの輸入品の日本国内市場全体に占める比率は金額で約40％､数量で35％となっている。

･輸入品の割合は近年増加傾向にある。

･抗菌加工製品は､金額ベースで10％､数量ベースで6.8％となっており､横這いである｡しかし今後､金

額･数量共､その比率は上昇するものと見られる。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１７３－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 構非成比

有機系 80.0 

無機系 20.0 

その他(－）

材質
・ベントナイト系(ゼオライト)が中心であるが最近では､木系も紙系等の素材

を使った製品が見られる。

生産地やメーカーの特徴 ・米国メーカーは､高付加価値を訴求して販売実績を伸ばしている。

金額 構成比 Hｈ２ 
〃

1溝】鐘1$ 近年の動向？

国内市場全体 14,950 

6,000 

1,500 

100.0 

40.1 

10.0 

191,700 

67,000 

13,000 

100.0 

35.0 

６．８ 

＝『

〆「

－→ 

使用薬剤の特徴 ･有機系抗菌剤がほぼ100％

抗菌JIS規格対応状況

・日本市場に参入している米国メーカーは､現状では抗菌JIS規格に適応し

ていないが､今後適応していくことを考えている。

・中国や東南アジアの企業は､抗菌JIS規格に適応していないと見られてい

る。



38.猫砂

3)海外における抗菌加エ製品の動き

・米国では､抗菌加工に加えて芳香作用を付加した猫砂を開発している。
・いずれ中国､東南アジアでも抗菌製品が増加する可能性が高い。

6.現状の課題と今後の方向性

－１７４－ 

篝現状の課題 ▲今後の方向性

･ﾍﾟｯﾄ関連製品全般にわたり､価格競争が激化し

ており､猫砂も同様である。

.従ってメーカーにとっては利益を確保するのが難

しく、消臭効果･吸収効果を訴求した高機能型の

製品開発が求められる。

・低価格製品と高価格製品の二極化が更に進むも

のと見られる。

.ただ､室内飼育数が増加していることから市場全

体は安定した伸びが期待できる。



39.ボールペン･シャープペン

1．市場概況

１)対象商品の定義

・ボールペン･シャープペン共､国内で販売された分と輸入された分の合算であり輸出分は除外した。

・材質としては金属､木製､プラスチック等がある。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け 抗菌
0.7％ ・５～6年前までは､衛生意識の高まりから抗菌剤入りボールペン・シャー

プペンが注目されており､商品投入も多かった。

．しかし､2003年では抗菌比率は金額ベースで0.7％と低く､廃番となるブ

ランドも多い。

非抗菌
99.3％ 

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済鯛ぺ〕

圃
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

50,250 

49,890 

43,700 

41,720 

39,750 

釦一一汕一｜汕’一却一一麺

0 10,00020,00030,00040,00050,00060,000 

（単位:百万円）

－１７５－ 

Ｓｇ ボールペン･シャープペン

2000年卍{？
ＩＤ1--中可-

2001年蕊
.､■~＃弧､

２ Ｆ－－■几｡ 『00..,

-: 
ドムTi2003i隼::｛／； 72繊隼見廼

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

50,580 

(100.0） 

330 

(100.0） 

50,250 

(100.0） 

50,200 

(99.2） 

３１０ 

(93.9） 

49,890 

(99.3） 

44,000 

(87.0） 

300 

(90.9） 

43,700 

(87.0） 

42,000 

(83.0） 

280 

(84.8） 

41,720 

(83.0） 

40,000 

(79.1） 

250 

(75.8） 

39,750 

(79.1） 



39-ボールペン･シャープペン

＜数量ペース＞ (単位:上段;千本､下段;％）

〔富士経済調べ〕

唖
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

694,310 

734,910 

688,400 

656,330 

623,900 

1,690 

唖一一ｍ一一皿一・｜皿

0100,000200,000300,000400,000500,000600,000700,000800,000 

（単位:千本）

2)市場の動きの特徴とその要因

・ボールペン･シャープペンともに､市場全体は減少傾向にある。

・抗菌機能を訴求したボールペン･シャープペンは､－時のブームに対応した形で製品化されていたこと

から､2000年をピークとして金額ベース､数通ベースともに大幅に減少している。

.－方安価な輸入品が増加傾向にある。

3.抗菌加エの特徴

･ボールペン･シャープペンともに､グリップに抗菌加工を施している。

１７６－ 

200Q年 2001年 2002年 2003年 2004年

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

696,000 

(100.0） 

1,690 

(100.0） 

694,310 

(100.0） 

736,500 

(105.8） 

1,590 

(94.1） 

734,910 

(105.8） 

689,900 

(99.1） 

1,500 

(88.8） 

688,400 

(99.1） 

657,600 

(94.5） 

1,270 

(75.1） 

656,330 

(94.5） 

625,500 

(89.9） 

1,100 

(65.1） 

623,900 

(89.9） 

蝿1,1ｴの目醐>ｼ糠ｺﾞﾉ） ｣)銃劇､目 部位1Ｗしハ 録蕊抗菌加ｴ対黛Ｉ調『の$轍
抗菌 ０ ･グリップ部 ．シﾘンコンラバー

防汚

防臭

その他(－）



39.ボールペン･シャープペン

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

無機系
100.096 

[数仕ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･ボールペン･シャープペンともに､無機系(銀系)抗菌剤がほぼ100％採用されている。

･無機系(銀系)抗菌剤を採用している理由として､グリップ部のシリコンラバーに加工するのになじみ易い

ということが挙げられている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市増規模(2003年）

(単位:百万円､％､千本､％）

構成比 構成比

･低価格品は輸入品､比較的価格の高い製品は日本製という二極化が見られてきている。

･海外輸入品の比率は､金額ベースでは16.7％(内抗菌加工製品は0.1％)、数避ベースでは37.3％(内抗

菌加工製品は0.04％)となっている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１７７－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 構十成比へん；

有機系

無機系 100.0 

その他(－）

材二質 ・グリップ:シリコンラパー､樹脂

生産地やﾒｰｶｰの特徴 ･低価格品を中心に､中国等のアジアでの生産が多い。

金額 構成比 数ｲｨｭ }い～jjj/辮迩 帥動向が紅ﾉﾀﾞＩ

国内市場全体 42,000 

7,000 

5０ 

100.0 

1６．７ 

0.1 

657,600 

245,000 

250 

100.0 

37.3 

0.04 

､公

ニワ

､▲ 

使用薬剤の特徴

・日本メーカーが海外拠点で生産した製品は､無機系(銀系)抗菌剤が使用さ

れている。

.しかし、中国等のアジアメーカー品については､抗菌剤の種類は把握され

ていない。

抗菌JIS規格対応状況 ・海外メーカー品は､抗菌JIS規格に適応していない。



39.ボールペン･シャープペン

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･５年以上前は､ボールペンやシヤープペンの抗菌加工製品が注目されていたが､－時のブームに終わ

り､抗菌は文具における訴求ポイントにはならなくなっている。

．こうしたことから､海外製品では価格訴求かデザイン訴求のいずれかで製品設計されており､抗菌加工

は訴求ポイントとしてあまり採用されていない。

6.現状の課題と今後の方向性

－１７８－ 

￣芋/いざＴｉＭａ状の課題～ …今後の方向

･ボールペン･シャープペンともに､パソコンの普及

により使用頻度が低くなり､マーケットは減少傾向

にある。

･低価格輸入品の増加。

･マーケットの縮小傾向は今後も続く。

･輸入品の比率も更に高くなる可能性が高い。

･抗菌ｶﾛｴ製品の増加は余り期待できない。



40.ゴム長靴

1．市場概況

１)対象商品の定義

・ゴム製のほかに､塩化ビニル製を含む一般的に呼称されている｢ゴム長靴｣を調査対象とする。
・大長､中長､小長､及び漁業用や農業用等の特殊長靴､レインシューズ､レインプーツ､ベピープーツ
等の汎用から職域用(業務用)までを含むものとする。

2)対象品目市場での抗菌ｶﾛｴ製品の位置付け

･職域用(業務用)を中心に抗菌加工製品が採用されている。

･職域(業務用)関係では､O-157等の影響から食品加工分野での要望

が多くなってきている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済綱べ〕

唖鱸鷲iiii2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

鶴繍ｉｉｉ蝋一蝋・繭

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000180,000 

（単位:百万円）

１７９－ 

４０ ゴム長靴

2000年
』

、01年:：Ⅲ zblj嘗葬 １． kY2(Xjiv年内:;:’ 隼92選
Fﾛ 

.' 

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

154,000 

(l0qo） 

15,400 

(100.0） 

138,600 

(100.0） 

157,000 

(101.9） 

15,700 

(101.9） 

141,300 

(101.9） 

160,000 

(103.9） 

16,000 

(103.9） 

144,000 

(103.9） 

163,000 

(105.8） 

16,300 

(105.8） 

146,700 

(105.8） 

166,000 

(107.8） 

16,600 

(107.8） 

149,400 

(107.8） 



40.ゴム長靴

〔富士経済劇ぺ〕

園
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

25,270 

蝋
麺
鰄

0 5,00010,00015,00020,00025000030,00035,000 

（単位:千足）

2)市場の動きの特徴とその要因

・全体市場(数量ベース)は微増傾向にある。

.また､抗菌加工製品市場(数量ベース)においても､1990年代後半にO-157が発生した以降は､職域

用(業務用)を中心に微増傾向にある。

･ゴム長靴市場は､数量ベースで把握することは可能であるが､金額ベースについては､店頭価格が

1,000円程度の汎用製品から数万円する職域用(業務用)長靴等と､種類･金額ともに多岐に渡っている

ため､平均価格が抽出しにくい市場となっている｡従って､当該調査では､仮にメーカー出荷価格を市

場価格の約50％､輸入汎用製品を500円程度と考え､平均単価を約5,500円として金額ベースを算出

した。

・価格帯の全般的傾向としては､中国などのアジアからの輸入している汎用製品の価格帯は低下傾向に

ある｡一方､特殊･職域用(業務用)製品については､顧客ニーズが多岐に渡ってきており高価格帯にシ

フトしてきている。

3.抗菌加エの特徴

・樹脂部分､繊維部分ともに抗菌加工方法は､持続性を高く保つために｢繰り込み｣が多くなってきている。

-１８０－ 

:20()０年
ﾛ■LbUpl 

Hl>;2001 年 2002年 ↓'2003紫i３ＬＬ
男

ひざ_,｝

:20041年具
全体

(伸長率）

玩困

(伸長率）

非尻函

(伸長率）

28,000 

(100.0） 

2,730 

(100.0） 

25,270 

(100.0） 

28,500 

(101.8） 

2,800 

(102.6） 

25,700 

(101.7） 

29,000 

(103.6） 

2,870 

(105.1） 

26,130 

(103.4） 

29,500 

(105.4） 

2,950 

(108.1） 

26p550 

(105.1） 

30,000 

(107.1） 

3,030 

(111.0） 

26,970 

(106.7） 

＜数量ペース＞ (単位:上段2千尾一下屋2船）

i;:銃H1耐jｴの目的） 蝿ルガ櫛､ｴ鰄騨?？ ;八A｣ｊｊＡ感：ﾐ抗菌加ｴ対11(材j1miZ)祷撚T耗沖ゴ

抗菌 ０ 
･長靴本体､靴底

・中敷(カップインソール）

・靴本体､靴底等樹脂部分:塩化ビニル,ＰＶ､ゴム

・中数等繊維部分:ナイロン､トリコット､ポリエステル等

防汚

防臭 ０ 
･長靴本体､靴底

・中敷(カップインソール）

・靴本体､靴底等樹脂部分:塩化ビニル,ＰＶ､ゴム

・中敷等繊維部分:ナイロン､トリコット､ポリエステル等

その他(－）



40.ゴム長靴

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･有機系では合成系の抗菌剤の採用が多くみられ､トラｻｲﾄﾞのような農薬として採用されている成分の薬
剤も採用されている。

・無機系においては､人体への影瀞度が低い銀系､ゼオミックス等のゼオライト系抗菌剤が採用されてお
り､用途に合わせて選択されている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千足､％）

・日本メーカーの海外生産分を含めると、日本国内市場全体(数量ベース)における海外輸入品の占める

割合は､約９０％となっている。

.但し､金額ベースについては､海外生産品の単価が極めて低いことから、日本国内市場全体の約7％に

とどまっている。

･海外輸入品において抗菌加工製品が占める割合は､数還ベースで10％未満となっている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１８１－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 構成比

有機系 50.0 

無機系 50.0 

その他(－）

材質

・日本製と同様である。

･靴本体･靴底等樹脂部分:塩化ビニル､ＰＶ､ゴム等

・中数等繊維部分:ナイロン､トリコット､ポリエステル等

生産地やメーカーの特徴 ・中国等のアジアでの生産が多い。

金額 構成比 ,数:/）五入j； ﾄ構成匙 f笈近年の助向:」

国内市場全体 163,000 

12,000 

2,500 

100.0 

7.4 

Ｌ５ 

29,500 

26,600 

2,500 

100.0 

90.2 

8.5 

一ヶ

－÷ 

一ヶ

使用薬剤の特徴

・日本製と同様である。

･無機系と有機系の比率は5:5程度と考えられている。

．－部天然系のアロエ､キトサンを採用した製品が見られるようである。

抗菌JIS規格対応状況 ･海外製品は､抗菌JIS規格に適応していないとされている。



40.ゴム長靴

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外では抗菌加工製品は見られないといわれている。

.しかし､ＳARSが発生した以降､抗菌加工製品に対する関心は高まってはいたが､鳥インフルエンザ問
題が発生してから必要性に迫られてきているため､抗菌加工製品に対するニーズの高まりは加速してく
るものと考えられている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１８２－ 

、現状の課題 今後の方向性：

・一般消費者のゴム長靴自体に対するニーズがなく

なりつつあるのが現状である。

・一方､ＳARSや鳥インフルエンザ等の問題から、

食品加工工場等の職域(業務用)用途でのニーズ

が高まっているため､各メーカーの抗菌加工製品

への取り組みや製品化が待たれる。

・抗菌加工製品に対するニーズが高まっている市

場であるため､現在は微増で推移しているものの、

今後は活性化される可能性があると見込まれてい

る０ 



41.インソール

1．市場概況

１ 

2)対象品目市増での抗菌加エ製品の位種付け

、抗菌剤を使用したインソールの比率は､2000年をベースに考えると毎年

その比率を高めつつあり､2003年で27.6％(金額ベース)となっている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ベース＞ (単位:上段;百万円、下段;％）

〔富士経済１Ｍリペ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

厩

01,0002,0003,0004,0005,000６'0007,0008,000 

（単位:百万円）

－１８３－ 

４１ インソール(靴の中敷き）

・インソールは当初､靴のサイズ調整を目的として発売された製品である。

.しかし現在では､消臭･防臭･防泥･衡撃吸収･ムレ防止･ツボ刺激･防寒等の機能を訴求した製品を対
負bし１－〒し､孟一

） 対象商品の定義

2000年 2001/年 fj(11)21pi`蕊TLji； 黛謹； |)浬噸隼】脳■j:｛
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

7,550 

(100.0） 

1,510 

(100.0） 

6,040 

(100.0） 

7,450 

(987） 

10700 

(112.6） 

5,750 

(95.2） 

7,300 

(96.7） 

1,900 

(125.8） 

5,400 

(89.4） 

7,250 

(96.0） 

2,000 

(132.5） 

5,250 

(86.9） 

7,200 

(95.4） 

2,150 

(142.4） 

5,050 

(83.6） 



41.インソール

〔富士経済調ぺ〕

唖
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

遡麺麺一遡瓢

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,00016,00018,000 

（単位:千足）

2)市場の動きの特徴とその要因

･インソールの国内市場は､2000年以降金額ベースでは微減傾向､数量ベースでは微増で推移してい

る。

･男性用が市場(数量ベース)の70％以上を占めているが､最近では女性用製品の投入が図られており、

女性用の占める割合が拡大傾向にある。

･フットケアに対する意織が高まっていることから､数髄的には今後も伸びることが予測される。

ａ抗菌加エの特徴

･インソール全体の抗菌･防臭を目的としている。

･加工対象材質はナイロン､アクリル､ラテックスとなっている。

－１８４－ 

q隼 2001年乃 年上 2003年ご； 2004年具込/：
全体

(伸長率）

｜玩困

(伸長率）

｜罪痂函
(伸長率）

15,000 

(100.0） 

2,750 

(100.0） 

12,250 

(100.0） 

15,500 

(103.3） 

3,200 

(116.4） 

12,300 

(100.4） 

15,550 

(103.7） 

3,700 

(1345） 

11,850 

(96.7） 

15,450 

(103.0） 

4,000 

(145.5） 

11,450 

(93.5） 

15,500 

(103.3） 

4,300 

(156.4） 

11,200 

(91.4） 

＜数量ペース＞． (単位:上段:千足一下段２９A）

回ロ iiiIL穰識imij曇鮪徽溌iL;jｉ ｣_ １１()が航薗加ｴipiiI礎)ず1Ｗ:〉 １錠１１醐jj:i麹
IQ 

d炉.

抗菌 ０ ・インソール全体
・ナイロン・綿

・ラテックス

防汚

防臭 ０ ･メンソール全体
･ナイロン

･ラテックス・綿

その他(－）



41.インソール

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数廸ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･無機系(銀系)及び有機系(天然系)が使用されているが､無機系の方が若干多い。

･無機系は人体に与える影響が少ない点を､有機系は効果の高さを期待して採用されている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千足､％）

・日本国内市場全体における輸入インソールの割合は､金額ベースで12.4％､数量ベースで19.4％となっ

ている。

･最近の傾向としては､輸入インソールが増加している。

・一方､抗菌インソールは極めて少なく、日本国内市場全体からみても金額ベース､数量ベースともに約

２％となっており､ほぼ横這いで推移している。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１８５－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 刺I〆成比

有機系 40.0 

無機系 60.0 

その他(－）

材質

・日本製と同様である。

・ナイロン

･ラテックス等

生産地やメーカーの特徴

・中国等のアジアでの生産が中心となっている。

･非抗菌のインソールが輸入業者を通じてｽﾎﾟｯﾄ的に輸入されるケースが多

い。

金額 構成比 数' 量
.｣P■凸

構成Lkh
、.■、_~･LＬE

II且■句＃守口

I､し 近年の動向:パ:露 浬

一。

国内市場全体 7,250 

900 

150 

100.0 

1２．４ 

２．１ 

15,450 

3,000 

350 

100.0 

1９．４ 

2.3 

＝F 

－＋ 

－つ

使用薬剤の特徴 ・有機系(天然系)がほぼ100％

抗菌JIS規格対応状況

・アジア製は抗菌JIS規格に適応していないものが多いとされている。

・アジアのメーカーでは､現時点で抗菌JIS規格への対応を考えている段階

にはない。



41.インｿール

3)海外における抗菌加エ製品の動き

・現時点では抗菌加工製品は主流とはなっていないものの､抗菌加工を施すことにより付加価値がつき、

低価格から高価格で販売されることから徐々に増加するものと見られている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１８６－ 

ｒ:ｌ７Ｊ現状の腺題 丁ゾ〃:〆今後の方向性～■

･男性用は比較的伸び悩んでおり､今後若年層の

需要開拓が課題となっている。

.また､チャネルが多様化している近年､ドラッグｽト

アが有望チャネルとされているが､棚割競争及び

価格競争が激化している。

･女性用インソールが好調であり､今後更に拡大が

予測される。

.また､抗菌､脱臭がインソールの大きな目的である

ことから､抗菌加工製品の全体市場に占める比率

は高くなるものと考えられる。
















































































